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１．地域支援推進委員会 

１）活動目的 

本学の教育・実践・研究機能を学外に開き、社会と連携・協力しながら、地域の保健医

療福祉に貢献する社会資源として活用できる生涯学習拠点として活動する。 

 

 ２）活動目標 

（１）赤十字施設ならびに実習施設など地域の保健医療施設と連携・協力し、専門職を

対象として、ニーズに合った生涯学習の機会を提供する。 

（２）廿日市市との包括協定を活かして、地域住民を対象として、ニーズに合った生涯

学習の機会を提供する。 

（３）教育ネットワーク中国・社会福祉協議会など外部関係団体との連携を図り、地域

住民のニーズにあった生涯学習の機会を提供する。 

（４）地域支援室活動を効果的・効率的に学内外へ広報する。 

（５）自治体と連携・協力し、地域住民の健康の保持増進に寄与するための健康学習と

支援体制の仕組みを作る。 

（６）地域支援活動の成果を評価する。 

 

３）構成員 

ヒューマンケアリングセンター長： 田村 由美 

地域支援室長兼委員長：朝原 秀昭 

副委員長：水馬 朋子 

委  員：竹倉 晶子、宗内 桂、三輪 晃子、亀石 知美、竹内 富貴、 

若林 彰子、松木 鈴枝 

 

２．活動実績 

新型コロナウイルス感染症の流行により、これまで対面での実施をとってきた各事業

の開催が一部中止となったが、動画サイト等を利用したオンラインでの開催により一定

の実績を残すことができた。 

１）専門職対象 

認定看護師教育課程 公開講座  

 中止 

看護職のためのチーム作り研修会 

開催：オンライン                                                                  

中四国地区赤十字関連施設 看護継続教育研修会 

 開催：オンライン 

 

２）地域住民対象    

 日本赤十字広島看護大学 公開講座 

  開催：オンライン 

 阿品台いきいき健康づくり 

   開催：対面 

  夢あじなプロジェクト 

   開催：対面 
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  阿品地区防災訓練 

   開催：対面 

  シティカレッジ 

   開催：対面 

健康フェスタinフジグランナタリー                  

  中止 

 廿日市市生涯学習フェスティバル 

  中止 

あいプラザ祭り 

   中止 

  認知症サポーター養成講座 

   開催：対面 

３）学外組織との連携協力による教育研究の推進 

教育ネットワーク中国および広島市主催のシティカレッジへ講座を提供し、看護系大

学として他大学にないテーマの提供と教育研究成果の還元を行った。 

また、廿日市市社会福祉協議会主催の認知症高齢者支援会議へ出席し、学生を対象とし

た認知症サポーター養成講座を実施することで、学習の認知症に対する学習機会を確保

した。 

 

４）活動の周知 

地域支援室の活動周知においては、4月に大学ホームページを更新し、令和元年度にお

ける活動実績と、令和2年度における活動計画を公開した。 

各事業の周知においては、参加を募集するチラシを、募集対象に合わせて広く配布した。

専門職対象の場合は、西日本の医療施設や看護系大学へ、地域住民対象の場合は廿日市市

内の市民センターや公民館等へ配布した。 

あわせて、大学ホームページに年間計画を公開し、各事業の募集期間中は記事を掲載し

てチラシが配布されていない施設や地域からの参加を募った。 

 

 

３．全体評価 

１）事業 

当初の活動計画どおりの時期や方法において各事業を実施することはできなかったが、

開催方法をオンラインに変更し、実施のための準備や情報を収集することにより、一部事

業の開催と参加者があり、一定の実績を得ることができた。 

また、一部事業の内容を見直し、近郊に各教育施設がある立地を活かした、児童生徒向

けの新事業を令和４年度より開始する予定である。 

地域が少子高齢化する中で社会のニーズは変化しており、学外の組織との連携は重要

であることに変わりはない。廿日市市や地域の市民団体との連携による各種事業の開催

や参加を通じて、地域社会との連携や住民の健康増進に寄与することができた。 

 

２）次年度への課題 

大学主催のいくつかの事業においては、地域支援推進委員会においてオンラインによ

る開催方法を検討し、オンライン開催における利点やノウハウを得ることができ、受講者
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アンケートでも参加時間や場所移動を伴わないオンラインは好評であった。これまでの

開催方法では得られなかった、遠方居住の受講者を獲得することができたことも大きい。 

一方で、講師とのリアルタイムでの意思疎通を求める声もあるため、今後はテレビ会議

ツールを活用した受講者と講師が意思疎通可能なオンライン配信での研修実施を検討し

たい。 
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１）専門職対象 

 

認定看護師教育課程公開講座  

＜事業評価＞ 

今年度は、コロナ禍における感染予防対策等の観点から集合研修である、公開講座を実施

することができなかった。 
＜今後の課題＞ 

摂食嚥下の分野の第一線で活躍されている講師の講義を聴講できる貴重な機会である。

近隣のみならず、多くの専門職や多職種に安心して参加していただける企画を行い、食べる

ことの支援を広げていく役割がある。引き続きの感染対策は必要であるため、集合研修では

なくオンラインでの開催を計画し、より多くの方に参加していただくことが課題である。 
 

 

看護職のためのチーム作り研修会 

＜事業評価＞ 

コロナ禍における感染予防対策の観点から、「チーム医療 ～機能するチームづくりのコ

ツ～」のテーマで YouTubeによるオンデマンド研修を開催した。全国から 121名の参加申
し込みがあった。 
参加者は、看護部長などの管理職や師長などの中間管理職が約 8 割を占めていたが、ス

タッフも 2割近くおり、幅広い年齢層の方が興味を持ち参加されていた。 
参加者の多くは、組織内におけるチームづくりやファシリテートすることに困難を抱い

ており、新しいリーダーシップのあり方について PM 理論を活用した方法を学習し、チー

ムにおける仕事のやり方や組織運営について自己を振り返り、今後への活用について前向

きに捉えることができていた。これらのことから、研究のテーマおよび、次年度を迎える今

の時期に本研修を行うことは有用であったと考える。参加者からは、動画配信であることや

2部構成であったことから、繰り返し視聴することができるなど理解が深まり効果的な研修
であったという意見や、自分のペースで研修が受け

られる点が良いという意見があった。 
＜今後の課題＞ 

今後の研修テーマについては、多職種連・協働に

有用な知識技術や、座長の役割・進行のポイント、

コロナ禍における職員研修のあり方などの希望があ

った。看護職のためのチームづくりがより促進され

るような研修テーマについて、今後検討が必要であ

る。 
また本研修では、携帯電話のメールアドレスから

Foamで申し込みをされた場合に、パソコンからの
受信拒否設定をしているなど、参加者にメールが届

かないことがあり（2名）、連絡先への電話等が必
要であった。また、配信時間を事前に明記していな

かった。今後は、事前にパソコンからの受信が可能

な設定もしくは受信可能な機器を入力して頂くこと

や、配信時間を事前に明記しておく必要がある。 
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中四国地区赤十字関連施設・看護継続教育研修会 

＜事業評価＞ 

IPW（多職種連携・協働実践）における新型コロナウィルス感染症対策の実際をテーマ
とし、対面研修ではなくコロナ禍における感染予防対策として初の試みであるオンデマ

ンド研修を開催した。研修動画は事前申し込み者に配信し、配信期間は 2週間とした。 
参加者の概要としては、延参加者は 111人で 40歳代が最も多く次いで 50歳代であり、
役職については、スタッフが 45.0％、次いで中間管理職が 32.5％、管理職も 20.0％と中
堅層以上の参加が多かった。また、職種別では看護職が 85.0%、看護以外の医療・福祉専
門職が 10.0％であり、IPWがテーマだったことから他職種の方の参加があったことは有
意義であったと考える。今回はオンデマンド研修ということもあり例年よりも広い地域

からの参加があり効果的であったと考える。 
アンケートの結果からは、テーマに興味をもち参加された方が最も多く、参考になった

とする意見は 27.5％、今の課題にマッチしているや、IPWの理解を深めることができた
等の意見があり概ね良好であった。オンデマンド研修自体に関しては、自分の都合の良い

時間で視聴できる、感染予防対策がとれ、遠方からでも視聴できて良いという意見があった。 

＜今後の課題＞ 

アンケート結果より、仕事や家庭の都合から研修会に参加したくてもできない人もいる

こと、一方で講師や参加者との交流を目的に対面を希望される方もおられるため、対面研修

会とオンライン研修会もしくはオンデマンド研修会など開催方法を検討する必要性につい

て示唆された。また、中堅層の参加者が多いことから経験の浅い世代も興味が持てるような

テーマについても検討する必要がある。 

 

 

 

 

 



8 

２）地域住民対象 

 

日本赤十字広島看護大学 公開講座 

＜事業評価＞ 

「私たちの考え方の癖とメンタルヘルス」をテーマにWeb開催（オンデマンド配信）で実

施した。本講座は地域住民対象の活動であるため、例年、対象を「地域住民の方々」として

いるが、Ｗeb開催への変更に伴い、対象を「どなたでも」に拡大し、テーマも幅広い年代に

対応したものに変更した。 

申し込みはフォームとメールで受け付け、申込者にGoogleサイトのURLを送付し、期間

限定で公開した。内容は２部構成とし、それぞれの動画は30分以内で作成した。 

参加申し込み数は 64 名であり目標達成といえる。動画配信期間中の申し込みが 20 名あ

ったことから、動画を観られた方からの紹介があった可能性も伺える。また、ちらしの設置

は本学近隣に限定していたため例年同様廿日市市近隣の方の参加が多かったが、全国各地

からの参加申し込みがあったことはWeb開催ゆえの効果と考える。 

 講座の内容についてはほとんどの方が分かりやすかったと回答しており、「自己の考え方

の癖に気付くことができた」「明日からの生活や仕事に活かして、患者様やご家族、スタッ

フに寄り添えるよう努力したい」などの感想をいただいた。また、オンデマンド開催につい

ては「オンデマンドだったので参加することができた」「繰り返し視聴でき理解が深まった」

などの高評価であった。 

アンケート回収率は 52％であり例年の対面開催と比較すると低いものの、内容の感想や

今後希望する研修会テーマなど自由記載の回答数が多く、記載内容も長文の回答が多かっ

たことから、今後対面開催の際の Google フォームの利用も検討する価値があると考える。 

運営については、申し込み受付、公開準備、視聴回数のカウント方法など、過去２回のオ

ンデマンド研修で出てきた様々な課題についてこれまでの担当者からの助言を参考とする

ことで、とてもスムーズに実施できた。  

目標参加者 30 名に対し、64 名の参加

を得たこと、参加者の反応から、目標は

達成したと判断する。 

＜今後の課題＞ 

今回、新型コロナウイルス感染症対策

のためにやむを得ない状況下の中で決定

したオンデマンド開催であったが、アン

ケート結果からはオンデマンド開催の有

効性も明らかとなり今後もオンデマンド

開催を希望する声も聞かれた。今後は、

会場開催、オンデマンド開催の両方を視

野に入れて開催方法を検討していくこと

が課題である。 
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いきいき健康づくり講座 

＜事業評価＞ 

本年度も阿品台市民センターが共催し、本学

の教員が健康づくりに関連した事業を行った。

テーマを「自分らしいセカンドライフに向けて 

終活セミナー」とし、ＡＣＰ（人生会議）につ

いて理解し、自分のこれまでの生き方を振り返

り、「最期はこうしてほしい」を考える内容と

した。この中で、もしものための心がまえをし

ておく必要性、家族と話し合う大切さについて

改めて考える機会となったなどの感想が聞か

れた。高齢社会への対応を地域で考える機会に

もなった。コロナ禍の中、人数制限をして 35

名の参加があった。 

＜今後の課題＞ 

今年度も阿品台市民センターを開催場所と

し、共催で実施することができた。今年度は、

研修テーマを募集して希望の多いものを取り

上げた。引き続き、ニーズに応じたテーマを取

り入れながら実施し、阿品台市民センターと協

働して地域住民の健康管理・保持増進に係る事

業を継続する。 

 

 

夢あじなプロジェクト 

＜事業評価＞ 

夢あじなプロジェクトは、廿日市市阿品台コミュニティとの協働プロジェクトであり、阿

品台地区における健康増進や維持に着目し、様々な取り組みを行っている。 

令和 2 年 2 月に予定しており延期中であった「夢あじなプロジェクト：ソーシャルキャ

ピタルコーディネーター養成講座」を12月8日に実施し、20名の参加があった。内容は、

地域でソーシャルキャピタルコーディネーターとして活動する必要性と実践方法等であっ

た。すでに、地域の健康づくりの支援者としての活動をされている住民も参加されたので、

今後、活動が継続することが期待される。 

＜今後の課題＞ 

今後も本学と廿日市市阿品台のコミュニティと協働しながら、取り組んだ活動の報告や

健康に関連した課題について共有する場を積極的に設け、セルフケアとソーシャルキャピ

タル醸成（信頼ある見守り）に取り組んでいきたい。また、世代の異なる住民と学生が交流

を積極的に図ることで地域の活性化等にもつなげていきたい。 
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阿品地区救急法講習会 

＜事業評価＞ 

11月29日に阿品地区の防災訓練の一貫として、阿品地区コミュニティをすすめる会と共

催で救急法講習会を実施した。住民が事故を防止し、緊急時に救命のための手当を実践でき

ることを目的に、赤十字救急法に基づく一次救命処置（心肺蘇生・AEDを用いた徐細動）の

講習を行い、22 名の参加があった。講師が一次救命処置から AED を用いた除細動までのデ

モンストレーションを行いながら、参加者とともに実施した。 

今年度は感染症対策として、参加人数の制限を設け、講習方法及び内容は、日本赤十字社

広島県支部の暫定措置に準じて変更した。変更点として、実施前の手指消毒、使用する器材

の消毒、換気を行い、参加者1名につきリトルアン1体、AED1台を使用した。人工呼吸は

方法の説明のみとし実技は行わなかった。 

例年は、参加者2～4名で1つの器材を共有しているが、今年度は各自に割り当てられた

ことで、十分に器材に触れて実技に取り組むことができた。感染症対策として講習方法を変

更しての開催であったが、1人の実施時間を長く確保できたことで、時間をかけてAEDの使

用方法を説明することもでき、より心肺蘇生の理解につながり満足度も高かった。 

＜今後の課題＞ 

参加者の 7 割は高齢者のため、膝や肩の痛みがあり和室に座って実施する方法が難しい

方が多かった。立ったままでも心肺蘇生ができるような工夫が今後は必要である。感染症対

策の面においては密閉・密集・密接が避けられており今回と同様の方法であれば次年度は学

生ボランティアの参加も可能であると考える。 
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シティカレッジ 

＜事業評価＞ 

教育ネットワーク中国、広島市、公益財団法人広島市文化財団との連携事業として、広島

市の会場（まちづくり交流プラザ）で、「がん」をテーマに「がんとともに自分らしく生き

る」のタイトルで全4回の講座を開催し、30名に対して18名の申込、うち12名の修了、

81.8％の満足度を実績として得た。 

ひと・まちネットワークが行ったアンケートによれば、講座の期待値は 45.5％と低かっ

たが、最終的には 81.8％以上が「新たな知識を得た」実感を持つことができ、高い満足度

を得ることができた。高評価を得た要素として、「講座の難易度」「説明の平易さ」「話す速

度の適切さ」が 70％～80％であることと、受講者が 60 代～70 代の高齢者でありがん患者

に接する機会が若年層より多くあったことが考えられる。講座中も、がん患者となった家族

や友人への対応方法の説明時には、多数の受講者から共感と関心の反応があった。 

 

 

※満足度：不満 は資料の再配布と録音を注意されたことに激昂した受講者の回答 

 

新型コロナウイルス感染症の流行により、募集時は講座時間を60分に短縮、実施形態を

動画上映へ変更、受講者数も制限したが、一定数の申込と修了者を輩出したこと、アンケー

トの要望事項からも、シティカレッジへの講座提供は特定受講者から求められていること

が分かった。 

7 月初旬に天候不良、中旬以降は県内での感染者増加により全回欠席の方もおられたが、

12 名が修了したこと、運営に関する要望（講座中止じゃなくどんなかたちでも学びの場を

提供してほしい）からも、シティカレッジの開催は一定数の受講者から求められていること

が分かった。 
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＜今後の課題＞ 

新型コロナウイルス感染症の流行により、講座時間を60分に短縮、実施形態を動画上映

へ変更、受講者数も30名へ制限したが修了生を輩出したことから、従来の実施方法を堅持

せずとも一定の受講者が得られることが分かったが、本来 50 名に対する 18 名の申込かつ

未修了の 6 名は全回欠席であったことから、平時とは異なる状況下でも開催したことで大

きな収穫を得られたとは言い難い。 

また、講座の中止の判断は大学に一任されることが申し合わされており、共催と銘打ちな

がらも広島市は場所の貸借、ひと・まちは申込受付のみの協力であり、今回のような状況（感

染症の流行と天候不良）でも関連機関からの助力は得られないこと、大学からの講座中止の

申し出に難色を示されたため代替案を提示したにもかかわらず 8 月以降の講座は中止であ

ることの情報共有がなかったこと、受講者のなかに録音と資料の再配布を行っている者が

いたことから、大学の所在地ではない広島市民に対する市民講座へ今後も継続的に協力す

るかは検討が必要と考える。 

 

 

健康フェスタinフジグランナタリー 

＜事業評価＞ 

今年度は新型コロナウイルス感染症の流行に伴い、中止となった。 

＜今後の課題＞ 

地域住民のニーズを把握し、開催された場合は、安心して、参加しやすい方法を検討して

いきたい。 

 

 

廿日市市生涯学習フェスティバル 

＜事業評価＞ 

 今年度は新型コロナウイルス感染症の流行に伴い、感染拡大防止のため中止となった。 

＜今後の課題＞ 

事業が再開となった際は、主催者と連携して感染拡大を予防しながら参加する。また、一

昨日の改善策を継続し、学生ボランティアは、健康相談などにも対応できる２年生以上を募

集し、教員は、大学から会場までの荷物（シミュレーター、ＡＥＤ等）の運搬や学生への助

言などに対応するため２名配置する。 

 

 

あいプラザ祭り 

＜事業評価＞ 

今年度は新型コロナウイルス感染症の流行に伴い、あいプラザ祭りは中止となったが、代

替案として、企画展示「廿日市市みんなの健康展」に参加した。地域の病院に勤務する認定

看護師2名と教員で「おいしく食べ続けるために」と題したパネル展示を行った。 

●

●

講座運営などご意見・ご要望

新型コロナウイルスの感染拡大防止のために講座そのものが中止になったりしていますが、是非できる限り、何らかの形で
サテライトやオンラインでも結構ですので、学びの場の提供を継続していただきたいと考え、願っております。今後とも宜しく
お願いいたします。今回は開講していただきまして本当にありがとうございました。

今年は特別な年になってしまった。自分が手術と抗がん剤対応ができた。一年後の今の完全治癒を情報としている。次に
何をいつ、緩和ケアの必要があるのか、その日には心強く応じていたい。ありがとうございました。
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＜今後の課題＞ 

感染対策は行いながら、ニーズをもとに、地域住民が安心して参加できる企画とする。よ

り分かりやすくできるような工夫をしていく。 

 

 

認知症サポーター養成講座 

＜事業評価＞ 

 認知症サポーター養成講座は、認知症を正しく理解し、だれもが安心して暮らせる街づく

りのために、ボランティアの視点から支援できるようになろうという目的で本学 1 年生を

対象として開催した。学務ポータル、SNS等で参加を呼びかけた結果、本年度の参加者は31

名であった。講座内容は、「認知症について」パワーポイントを用いた説明(30 分)、「認知

症患者に対する具体的な対応」について、症例を基にパワーポイントを用いた説明（40分)

「認知症患者から看護師へのメッセージ」についてのDVD鑑賞（15分）、アンケート記入(5

分)であった。学生へのアンケートでは、「認知症に対する捉え方が変わり、自分がどうやっ

て接していけばいいのかなんとなくつかめた感じがします」、「とても勉強になった講座で

した」などの感想があった。参加者全員に対し認知症サポーターの印であるオレンジリング

が授与された。講座への参加によって、認知症への理解を深め、実際の地域での支援へと繋

げてほしいという当初の目的は達成されたといえる。 

＜今後の課題＞ 

1年生を主たる対象としながらも、より多くの学生・院生・教職員が参加できる開催日時

を調整し、複数の手段での周知方法によって参加を促していきたい。 
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３）学外組織との連携協力による教育研究の推進 

 

認知症高齢者支援会議 

＜事業評価＞ 

廿日市市社会福祉協議会主催の会議が隔月で行われている。参加団体は廿日市市（高齢介

護課、健康推進課、地域包括支援センター）、廿日市市認知症の人と家族の会、廿日市市大

野認知症の人と家族の会、認知症になっても安らぎのある廿日市市をつくる市民の会、廿日

市高齢者支援センター、日本赤十字広島看護大学、老人クラブ連合会、廿日市市社会福祉協

議会であり、はいかいSOSネットワーク、はいかい高齢者家族支援サービス、認知症サポー

ター養成講座、認知症関連の講演会の企画実施など幅広く活動している。 

本学で実施した認知症サポーター養成講座は１年生を主な対象として 31 名が参加した。

認知症サポーター養成講座にはキャラバン・メイトの方を講師に派遣していただき、有意義

な学習の機会を得ることができた。 

＜今後の課題＞ 

看護大学の有する人的資源とこの会議の事業とのマッチングを進めていくことが引き続

き課題である。過去の事例からすると、学内で開催する認知症サポーター養成講座を受講し

た学生は、認知症カフェにおけるボランティア活動に参加するなど、一つの経験から積極性

が生まれることが多い。 

 

 

若い世代の担い手づくり ボランティア応援会議 

＜事業評価＞ 

本年度は、廿日市市社会福祉協議会と学生の連繋のもとに本会議は行われており、地域支

援室としての参加はなかったため、事業評価は見送りとしたい。 

＜今後の課題＞ 

廿日市市社会福祉協議会も主体が学生であるため、コロナ禍での会議運営を模索中であ

り、応援会議運営方針の決定を待つことになる。 

 


